
起立性調節障害症状について
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日本学校保健会：平成22年度児童生徒の健康状態サーベイランス

※自記式の自覚症状から推計したものであり、血圧測定などの検査に基づいた診断ではない
ことに留意が必要である。

中高生の起立性調節障害症状の頻度は高い

児童生徒の起立性調節障害症状
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「たちくらみ」やめまいを感じることがある。または、立ち上がるときにそっと立つことがある

立っていると気持ちが悪くなり、ひどいときには倒れることがある

「お風呂やシャワー」に入ったとき、気分が悪くなり、ひどいときには倒れることがある

少し動いただけでも、胸がドキドキしたり、息切れしたりすることがある

朝、頭痛や腹痛身体のだるさで、起きにくいことがある

午前中、頭痛や腹痛や体のだるさで、調子が悪いことがある

「顔色が悪い（青白い）」と言われることがある

食欲がないことがある

「おなか」が刺すように痛くなることがある

身体の「だるさ」や「疲れやすさ」を感じることがある

頭が痛くなることがある

乗り物に酔いやすい

（％）
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起立性調節障害に関連する自覚症状の頻度
（中学生女子）
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５～９歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳

低血圧（症）男 ０ １ ０ ０

低血圧（症）女 ０ ２ １ ０

※小数点一桁を四捨五入しており、総患者数「０」は、患者が存在しないことを
示すものではない

厚生労働省：平成23年患者調査

（単位：千人）

低血圧（症）の総患者数
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